
 

 

 

家事・育児見える化キャンペーンの実施について 

 

１ 要旨・目的 

  家庭内で夫婦（パートナー同士）が協力し合って家事、育児に取り組む「共育て」の定着

に向けて、男性の家事・育児参画を促進しており、その一環として、家事・育児の実施状況

を把握し、夫婦間の家事・育児に対する認識の差を見える化する。 

 

２ 現状・背景 

 ○ 「令和３年社会生活基本調査」（総務省統計局）によると、本県の夫婦の家事・育児関連

時間は、夫101分（共働きの場合103分）、妻412分（共働きの場合364分）であるなど、女性

に負担が偏っている傾向がある。 

 ○ また、夫の家事・育児時間が長いほど妻の就業継続割合が高く、男性の家事・育児時間

と出生率に相関関係が見られる（21世紀成年者縦断調査（厚生労働省））。 

 ○ 共働き世帯が増加する中、男女が共に主体的に家事・育児に参画する意識を持ち、実践

していく必要がある。 

 

３ 概要 

 ⑴ 実施主体 

   広島県 

 ⑵ 実施期間 

   令和７年１月17日（金）～令和７年１月30日（木） 

 ⑶ 実施内容 

  ア 名称  ひろしま共育て大調査 

  イ 対象者  県民（既婚者、パートナーがいる方） 

  ウ 内容 

   ・家事・育児に関する事項（別紙参照）について、知っているか、誰が行っているか等

のWEBアンケート調査を実施 

   ・アンケートに答えていただいた方の中から抽選でギフト券（個人で応募する場合1,000

円分、夫婦で応募する場合4,000円分/組）を贈呈（別途モニターへの調査も実施） 

 ⑷ 結果公表 

令和７年２月中旬（予定） 

 

４ 関連情報 

  関連ホームページ 

 https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/248/tomosodate.html 

  

  

令和７年１月 29 日 
課 名 健康福祉局子供未来応援課 
担当者 課長 南 
内 線 3170 
 

資料番号 ４ 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/248/tomosodate.html


（別紙） 

 

【家事】の項目例 

＜洗濯＞ 

1 洗濯前に集める場所（洗濯かご等）に入れる 

2 物によってネット等に分けて入れる 

3 洗濯する（洗濯機のスイッチを入れる） 

4 干す（乾かす） 

5 取り込む 

6 たたむ 

7 引き出し等にしまう 

8 洗濯用洗剤を買い替える（詰め替える） 

9 洗濯槽を洗う 

 

【育児】の項目例 

＜子供の生活＞ 

1 朝起きない時に起こす 

2 おむつを替える 

3 おむつを買う 

4 着替えさせる 

5 顔を洗う、ふく 

6 歯磨きする 

7 （家の中で）一緒に遊ぶ（TV、動画視聴を除く） 

8 （家の外で）一緒に遊ぶ 

9 スマホ・ゲーム・テレビ時間を決める 

10 髪を切る（美容院に連れていく） 

11 爪を切る 

12 耳垢をとる 

13 鼻詰まりをとる 

14 トイレトレーニングをする 

15 服や靴の大きさを気にする 

16 昼寝の時に寝かしつける 

17 夜寝る時に寝かしつける 

 

 


